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1. 概要 

白井の研究より、衣料品において高品質・低価格が成り立

っていることが明らかにされている(白井(2014))。この理論

が、ブランド志向の高い財布にも拡張できるかどうかを明ら

かにすることを本研究の目的とする。研究の結果、財布(ブ

ランド高知）において高品質・低価格が成立しており、その

背景にはライフスタイルの変化が影響していると考えられ

る。 

 

2．緒論 

消費者が高価格＝高品質というように価格を品質の手がか

りとしつつも、市場が成熟化し、低価格品の購入への不安や

抵抗感が少なくなった現在、商品・サービスのコモディティ

化が進み、高品質・低価格の製品が多く存在しており、この

ようなカテゴリーの研究がなされている。白井の研究では、

高品質・低価格ブランドとして認知されている実在ブランド

（ユニクロ）に対する消費者の評価を分析しており、ユニク

ロでは高品質・低価格が成り立っていることを明らかにして

おり、その背景には自己表現機能が高く、ある程度の品質と

リーズナブルな価格の 2 つのベネフィットが同時に得られる

と安心感が得られるということが考えられると述べている

(白井(2014))。白井の研究では、衣料品における高品質・低

価格ブランドの成り立ちを明らかにしているが、ブランド志

向の強い製品や、消費者がコモディティ化を望んでいないと

考えられる他の製品カテゴリーに焦点を当てた論文が未だな

い。 

そこで本研究では、消費者にとってブランド志向が高いと

考えられる財布の場合、高品質で低価格帯の製品が成り立つ

のかを明らかにすることを本研究の目的とする。 

 

３．アンケート調査 

 本研究では調査対象を株式会社ブランド高知が販売して

いる「高知の財布」(図 3.1)に決定する。ブランド高知の財 

 

 

布の価格は 4500 円と財布の中では、低価格帯のものであり 

り、財布を製造している工房の製品は国際見本市に展示され

る程のもので、非常に品質が良いものである。また 2018 年 8

月 11日にお笑い芸人の NON STYLE の石田 明さんがＳＮＳで

紹介し、その投稿に 15.8 万件の高評価(2021 年 2 月 10 日時

点)がつけられ話題を呼んだ商品である。個人経営でありなが

ら発売から、わずか半年で 1 万 3000 個もの売り上げを記録

し、テレビでも紹介されている。 

本論では、消費者に調査対象である株式会社ブランド高知

の「高知の財布」の品質評価と価格評価に関するアンケート

をとり分析を行う。アンケートに際しては杉本の研究から品

質評価に関する質問項目を援用する(杉本（1993））。またスウ

ィーニー等の研究より、価格評価に関する質問項目を援用す

る ( Sweeney and Soutar(2001))。アンケートに使用する質

問項目を以下の 9つとする。 

品質評価に関しては次の通りである 

・ 高知の財布は品質が良い・・・Q1 

・ 高知の財布は長く使っても飽きない・・・Q2 

 

出典：ブランド「高知」公式オンラインショップ(年不

詳)https://kochi.fashionstore.jp/ 

図 3.1 高知の財布 

 

https://kochi.fashionstore.jp/
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・ 高知の財布は長く使えるので得である・・・Q3  

・ 高知の財布は使っているうちに良さが分かる・・・Q4 

・ 高知の財布はデザインやスタイルが流行遅れである・・・

Q5（数値の左右の読み替えをする） 

・ 高知の財布はデザインやスタイルに個性がある・・・Q6 

価格評価に関しては次の通りである。 

・ 高知の財布は経済的である・・・Q7 

・ 高知の財布は妥当な値段である・・・Q8 

・ 高知の財布は価格が安い・・・Q9 

以上 9 項目に対して回答者には、全くそう思わないの 1 点か

ら、非常にそう思うの7点までの7点尺度で回答してもらう。 

アンケート調査の対象者として、ブランド高知のネットシ

ョップのメルマガ会員 8002人に株式会社ブランド高知から

メールでアンケートを送付した(図 3.2-4)。その結果 2021

年 2月 2日 19：00から 2021 年 2月 4日 12：00 までに 894

名の回答を得た。その中で財布を購入した 850 人のアンケー 

 

図 3．2アンケートフォーム１ 
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図 3.3 アンケートフォーム２ 
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図 3.4 アンケートフォーム 3 
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トを有効回答とした(図 3.5)。そして、回答者の年齢の割合

は(図 3.6)、年齢の割合は(図 3.7)のような結果になった。 

 

4．統計分析 

集計した結果、各項目の平均値と標準偏差が(図 4.1)のよ 

うになった。まず品質に関するアンケートに関して、項目 Q1

～Q6への回答に内的一貫性があるかをクロンバックのα係数

を求めて検証する。クロンバックのα係数は 0 から 1 までの

値をとり、1に近いほど信頼性が高く、各項目への回答に一貫

性があると言える(株式会社社会情報サービス(年不詳))。α

係数が 0.7 程度でそこそこ・まあまあの一貫性があると考え

られ、0.8 程度ならば十分な一貫性があると考えられている

(高校数学の基本問題(年不詳))本論ではαの値が 0.832 と 

なり、Q1～Q6 の回答は信頼性があり、内的一貫性があると 

いえるので Q1～Q6 の 6項目を測定に使用する。測定に使用し

た 6項目の平均値は 5.591(図 4.2)、標準偏差は 0.217となっ

た。平均値 5.591 が信頼できるものなのか、5 よりも大きい

値と言いきっていいのか t検定を行う。 

t=(標本平均-母平均₎÷標本標準偏差÷√(標本数-1) 

t=(5.591-5)÷0.217÷√(850-1)  

 

図 3.5 アンケートの回答結果 

図 
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t=79. (表 4.3)の t分布表より、p<0.001 となり、平均値が5

であるという仮説が正しい確率は 0.1％未満になるので、平

均値が５であるという仮説は棄却され、平均値が 5 より大き

いといえる。よって消費者は品質に対して、良い評価をして

いるといえる。 

品質評価に関するアンケートと同様に、価格評価に関する 

Q7～Q9 の 3項目の信頼性係数 α を計算すると、α=0.824 と

なり信頼性があり、内的一貫性が充分にあると考えられるの

で 3項目を測定に使用する。平均値が 5.369(図 4.4)、標準偏

差が 0.349 となった。t 検定より、t(849)=30.8074,p<0.001

となり、、平均値が 5より大きいといえる。つまり、価格に対

して消費者は経済的で妥当であるという評価をしているとい

える。 

5.分析結果 

 分析した結果、消費者はブランド高知の製品を品質に対

して良い評価をし、価格に対して経済的で妥当であるという

評価をしており、よってブランド志向の高い財布においても

高品質・低価格が成り立つことが明らかになった。 

6.考察 

 財布でも高品質・低価格が成り立つ要因として、1980 年

代、ブランド品や高級外車、流行りのものを所有することで 

他人と差別化しようとするモノ消費から、1990年代後半に

は人々が既に多くのものを所有している状態になり、市場に

は様々な商品やサービスが溢れ、欲しいモノが少なくなった

(株式会社ビジョン(2019))。そのため精神的な豊かさを求め

コンサートやスポーツ観戦などのイベント、スキーやハイキ

ングなどのアクティビティ、旅行などの体験にお金を使うコ

ト消費現象が起こった。続いて 2010年以降には、商品・サ

ービス自体の機能だけではなく、付帯する社会的・文化的な

「価値」に共感し、消費行動を行うイミ消費と人々のライフ

スタイルが変化している。本研究で、研究対象とした、ブラ

ンド高知の「高知の財布」は世界的に有名な coach と名前が 

 

図 3.6 回答者の年齢の割合 

 

図 3.7 回答者の性別の割合 

 



7 

 

似ており、coach ではなく「高知」であると話題提供として

のコミュニケーションツールとしての価値が生まれ消費者の

イミ消費行動に影響していると考えられる。このようなライ

フスタイルの変化が財布といったブランド志向の高いジャン

ルにさえ、影響を及ぼし始めているのではないかと考えられ

る。ただしその背景には、前提として技術の向上により、耐

久性のある製品を低価格で製造することができるようになっ

たことが考えられる。 

 

7．結論 

本論では、以上のような研究を通して次のような成果が得ら

れたと考える。 

白井による従来では考えられなかった高品質・低価格という

相反する手がかりが衣料品において成立するという理論が 

ブランド志向の強い財布においても成立し得ることを示し

た。 

一方今後の課題としては以下のようなことが挙げられる。本

研究ではブランド志向の高い製品として財布を研究対象とし

たが、他のブランド志向の高い製品カテゴリーでも高品質・

低価格が成立するのかを確かめる必要がある。 

 

  図 4.1 集計結果 

 

 
図 4.2 回答者の高知の財布に関する品質評価 
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出典：slideplayer(年不詳）,行動計量分析 Behavioral Analysis,https://slidesplayer.net/slide/11152726/  

表 4.3ｔ分布表 

 

図 4. 4 回答者の高知の財布に対する価格評価 
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いただいた株式会社ブランド高知方々そして、アンケートに

回答していただいた方々にも厚く御礼申し上げます。 
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